
 四日市市運動施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例をここに公布

する。 

令和３年３月２４日 

                    四日市市長  森  智 広 

四日市市条例第２４号 

   四日市市運動施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

四日市市運動施設の設置及び管理に関する条例（昭和５２年四日市市条例第３１号）

の一部を次のように改正する。 

 

改正後 改正前 

（利用料金） 

第７条 （略） 

２ 前項に定める利用料金の額は、別表

第２から別表第４までに定める額の範

囲内において指定管理者があらかじめ

市長の承認を得て定める額とする。 

（利用料金） 

第７条 （略） 

２ 前項に定める利用料金の額は、別表

第２から別表第５までに定める額の範

囲内において指定管理者があらかじめ

市長の承認を得て定める額とする。た

だし、設備器具及び備付物品について

は、４，４００円以内の範囲内で指定

管理者があらかじめ市長の承認を得て

定める額とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、次の各号

に掲げる利用料金及び回数使用券につ

いて、当該各号に定めるものが使用す

る場合の利用料金の額は、それぞれ別

表第２から別表第４までに定める額の

範囲内において、指定管理者があらか

じめ市長の承認を得て定める額とす

る。 

(1) 専用利用料金 市内の小学校、中

学校、幼稚園、保育所、認定こども園

及び心身障害者団体 別表第２ 

(2) 個人利用料金 中学生以下及び市



内の心身障害者で、受付において身

体障害者手帳、療育手帳又は精神障

害者保健福祉手帳を提示した者 別

表第３ 

(3) 回数使用券 中学生以下及び市内

の心身障害者で、受付において身体

障害者手帳、療育手帳又は精神障害

者保健福祉手帳を提示した者 別表

第４ 

３ （略） ４ （略） 

 

改正後 

別表第２（第７条関係） 

  専用利用料金の上限額 

 

名称 使用区分 

時間区分  

 午前（午

前９時か

ら正午ま

で） 

午後（午

後１時か

ら午後４

時３０分

まで） 

夜間（午

後５時３

０分から

午後９時

まで） 

全日（午

前９時か

ら午後９

時まで） 

 

 （略）  

 桜多目的広場 （略）  

 中央陸上競技場会議

室 

  ４４０円 ６６０円 ８８０円 １，５４

０円 

 

 霞ケ浦第１野球場会

議室 

  ６６０円 ９９０円 １，４３

０円 

２，４２

０円 

 

 霞ケ浦第２野球場会

議室 

  ３３０円 ４４０円 ６６０円 １，１０

０円 

 

 三滝武道館   ６６０円 ９９０円 １，４３

０円 

２，４２

０円 

 

 楠体育館ミーティン

グルーム 

  １時間につき２２０円  



 テ ニ ス

セ ン タ

ー 

会議室Ａ   １時間につき３６０円  

 会議室Ｂ    

 多目的室Ａ    

 多目的室Ｂ    

 設備器具及び備付物品 種類又は品目ごとに４，４００円の範囲内で

別に規則で定める額 

 

備考 

 １ 使用許可時間以外の超過使用は、１時間単位とする。この場合における利用

料金の上限額は、直近の時間区分（全日を除く。）の１時間当たりの金額に超過

時間を乗じて得た額とする。 

２ 午前・午後使用は午前９時から午後４時３０分まで、午後・夜間使用は午後１

時から午後９時までの時間とし、その利用料金の上限額は各時間区分の規定料

金の合計額とする。 

３ 市内の小学校、中学校、幼稚園、保育所、認定こども園及び心身障害者団体が

使用する場合の利用料金の上限額は、規定料金の１００分の５０の額とする。 

４ 高校生以下の生徒が構成員の半数を超える市内の団体が中央フットボール場

を使用する場合の利用料金の上限額は、規定料金の１００分の５０の額とする。 

５ （略） 

６ 三滝武道館の利用料金の上限額は、柔道場又は剣道場それぞれの規定料金の

額とし、当該柔道場又は剣道場を半面使用する場合の利用料金の上限額は、それ

ぞれ規定料金の１００分の５０の額とする。 

７ （略） 

 

改正前 

別表第２（第７条関係） 

  専用利用料金の上限額 

 名称 使用 区分 使用時間及び期間  

 午前（午

前９時か

ら正午ま

で） 

午後（午

後１時か

ら午後４

時３０分

まで） 

夜間（午

後５時３

０分から

午後９時

まで） 

全日（午

前９時か

ら午後９

時まで） 

 



 （略）  

 桜多目的広場 （略）  

備考 

 １ 使用許可時間以外の超過使用は、１時間単位とする。この場合における利用

料金は、当該使用許可時間帯の１時間当たりの金額に超過時間を乗じて得た額

とする。 

２ 市内の小学校、中学校、幼稚園、保育所、認定こども園及び心身障害者団体が

使用する場合の利用料金は、規定料金の１００分の５０の額とする。 

３ 高校生以下の生徒が構成員の半数を超える市内の団体が中央フットボール場

を使用する場合の利用料金は、規定料金の１００分の５０の額とする。 

４ （略） 

５ 三滝武道館の利用料金は、柔道場又は剣道場それぞれの利用料金の額とし、 

当該柔道場又は剣道場を半面使用する場合の利用料金は、それぞれ規定料金の

１００分の５０の額とする。 

６ （略） 

 

改正後 

別表第３（第７条関係） 

  個人利用料金の上限額（普通使用券） 

 名称 使用時間 使用区分 備考  

 一般 中 学 生

以下 

 

 中央第２体育館 （略）   

 中央陸上競技場（中央フッ

トボール場Ａフィールド） 

（略）  

 （略）  

備考 

 １ 市内の心身障害者で、受付において身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳又はこれらに代わるものを提示した者の利用料金の上限額は、規

定料金の１００分の５０の額とする。この場合において、その額に１０円未満

の端数が生じたときは、これを四捨五入するものとする。 

２ （略） 



 

改正前 

別表第３（第７条関係） 

  個人利用料金の上限額（普通使用券） 

 名称 使用時間 使用区分 備考  

 一般 中学生 

以下 

 

 中央第２体育館 （略） （略）  

 中央トレーニング場 午前９時から 

午後９時まで 

２２０円 １００円  

 中央陸上競技場（中央フッ

トボール場Ａフィールド） 

（略）  

 （略）  

備考 

 １ 市内の心身障害者で、受付において身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳又はこれらに代わるものを提示した者の利用料金は、規定料金の

１００分の５０の額とする。この場合において、その額に１０円未満の端数が

生じたときは、これを四捨五入するものとする。 

２ （略） 

 

改正後 

別表第４（第７条関係） 

  回数使用券の上限 

 （略）  

備考 

 １ 市内の心身障害者で、受付において身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳又はこれらに代わるものを提示した者の利用料金の上限額は、規

定料金の１００分の５０の額とする。 

２ （略） 

 

改正前 

別表第４（第７条関係） 



  回数使用券の上限 

 （略）  

備考 

 １ 市内の心身障害者で、受付において身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳又はこれらに代わるものを提示した者の利用料金は、規定料金の

１００分の５０の額とする。 

２ （略） 

 

別表第５（第７条関係） 

  会議室利用料金の上限額 

 

名称 

時間区分  

 午 前（午

前９時か

ら正午ま

で） 

午 後（午

後１時か

ら午後５

時まで） 

夜 間（午

後５時３

０分から

午後９時

まで） 

全 日（午

前９時か

ら午後９

時まで） 

 

 中央陸上競技場会議室 ４４０円 ６６０円 ８８０円 １，５４

０円 

 

 霞ケ浦第１野球場会議室 ６６０円 ９９０円 １，４３

０円 

２，４２

０円 

 

 霞ケ浦第２野球場会議室 ３３０円 ４４０円 ６６０円 １，１０

０円 

 

 三滝武道館 ６６０円 ９９０円 １，４３

０円 

２，４２

０円 

 

 楠体育館ミーティングルーム １時間につき２２０円  

 テ ニス セン

ター 

会議室Ａ １時間につき３６０円  

 会議室Ｂ  

 多目的室Ａ  

 多目的室Ｂ  

 

 

   附 則 



 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の四日市市運動施設の設置及び管理に関する条例別表第２の規定は、この

条例の施行の日以後に行う四日市市運動施設の使用許可に係る利用料金の上限額か

ら適用し、同日前に行う四日市市運動施設の使用許可に係る利用料金の上限額につ

いては、なお従前の例による。 

（スポーツ・国体推進部スポーツ課） 


